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大なご協力を頂いた。ここで東北アジア研究所所長 TRAN Quang Minh 先生、日

































































































国と元朝は、ベトナムには三度（1258 年と 1285 年、および 1286 年）侵攻したが、い
ずれも陳朝に敗れた。日本へも二度（1274 年と 1281 年）軍を送っている。大日本
史によると、1268 年から、クビライの派遣によって、使節が何度も来日し、蒙古
への服属を求めるなど外交にかかわる内容の国書を執権の北条時宗に送ったが拒否





育大学』第 17 号、通信科学出版社、1997 年 4 月、85 頁による。
チュォン・トゥー
12




































　日本の統計によると、1604 年から 1634 年までの間で、東南アジアとの貿易を目
2　HaVanTanandPhamThiTam.Cuoc khang chien chong xam luoc Nguyen - Mong. ハノイ社会科学
出版社、1968 年、248 ～ 249 頁による。　
3　MatouwakiUgara.Ba coc ruou chuc mung、NguyenTruongが収集し翻訳した資料、『日本研究雑
誌』1999 年の 4月号版による。
4　DaoDuyAnh.1Viet Nam van hoa su cuong.（再出版）DongThap出版社、1998 年、78 頁による。

































































































　しかし、1907 年 6 月 10 日に締結された日仏協約が有効になり、第一次世界大戦、








　1954 年～ 1975 年までの時期、ベトナムは北部と南部に区分され、日本政府はベ
トナムの南部（ベトナム共和国）と主に経済関係を維持していただけであった。
　第 2次世界大戦後、日本はアメリカに深く依存していたため、1957 年 11 月から
日本政府はサイゴンの政権を認めた。
　1973 年 9 月 21 日にパリにおいて、日本とベトナム（ベトナム民主共和国）との外
交関係が樹立された。この新たな関係に基づいて、日本政府は、140 億円までの































淮河を挟んで対峙する。中国では宋（960 ～ 1279）が中国の大部分を制圧した 979










1　1以下、基本的な史実については、Abraham Constantin Mouradgea d’Ohsson. Historie des Mongols, 























































　だが 1258 年 3 月、高麗の崔氏政権はモンゴルとの戦争の最中にクーデタで崩壊








年 7 月に馬の世話役として、主人に随行して対高麗戦に従軍したが、11 月に脱走し、
翌年正月に江華島で高麗高宗を拝した。そしてその 1 年後、王太子入朝直前の


































































8　『高麗史』巻 27、元宗世家、元宗 13 年 7 月甲子条・10 月己亥条。
9　『安南志略』巻 4、征討運餉。　

























































度宗本紀、咸淳 8年 11 月己巳条
（交阯伝にも関連条文）
1273 安南國、進方物。特賜金五百両・帛百疋。 度宗本紀、咸淳 9年 6月己丑条
1274 加安南國王陳日煚寧遠功臣、其子威晃奉
正功臣。





















　呉潜は 1256 ～ 59 年、慶元で南宋水軍を統括する沿海制置司の地位にあった人物























































































































































































































































































7　1金武正紀「琉球王国の東南アジア交易と沖縄で発見されたベトナム陶磁器」（1999 年 12 月に
ハノイで開催された昭和大学国際文化研究院とハノイ国家大学主催による「陶磁器交流を通










































































　最近、2013 年 4 月、九州国立博物館でベトナムについて大規模な展覧会が行わ
れた。『The Great Story of Vietnam――大ベトナム展カタログ　ベトナム物語1
14
』の中
に藤田励夫氏の「外交文書にみる 16～ 17 世紀の日越交流」という論文がある。本
論では日越外交文書研究について概観した上で、安南国副都堂福義侯阮書簡などを
紹介し、中・南部の阮氏と北部の鄭氏と占城の通交などについて述べている。カタ
ログの中には、4枚の異国渡海朱印状（図 9）と、1591 年、1609 年、1610 年（2通）、































全部で 18 通あるが、内訳は以下の通りである。阮氏が送った書簡は 1601 年・1603
年・1604 年・1605 年・1606 年・1619 年・1628 年、黎氏が送った書簡は 1613 年・
1634 年（2通）、鄭氏が日本へ送った手紙（書簡）は 1610 年（4通）、1611 年・1624
年（2 通）、1694 年（1 通）。また、日本の当時の政権がベトナムの阮氏・黎氏・鄭
氏へ送った書簡は 1601 年・1602 年・1603 年・1605 年（年号無し）の 5通である。











ける当該文献の番号を表している。以下同様。第 1巻 13b から 14a 枚目）































ら黎朝に政権が代わる 1527 年から 1592 年にかけてのベトナムと日本の国交につい
ては、現存する歴史書や資料に記述がない。しかし莫朝は引き続き交易を推し進め
いくつかの港を建設しているので、16 世紀から 17 世紀にかけてはベトナム対外経
済の繁栄期と見なされている。また首里王府が 17 世紀から 19 世紀にかけて編纂し
た琉球王国の外交活動を記録した『歴代宝案』には、1509 年に 1 回だけベトナム
に寄港したことが記されている。ところが『明史』や『皇明寔録』などの中国の歴




15　『大南実録前編』（教育出版、2004 年、ハノイ、第 1巻、32 頁［A.127/1–66VHN］）。
16　1『古都ホイアン（Hội An）』社会科学出版、ハノイ、1991 年、171 頁。川本邦衛『﹁外藩通
書﹂から見るクアンナム（Quảng Nam）におけるグエン領主の国際認識』。














現存する資料によると、光興 20 年（1597）にはフン・カック・ホアン（Phùng Khắc 









19　1フン・カック・ホアン（Phùng Khắc Khoan、馮克寬〔1528 ～ 1613〕）はハータイ（Hà Tây）
省（現在のハノイ）タックタット（Thạch Thất）郡フンサー（Phùng Xá）村出身。レーテー





























　18 世紀に入ってレー・クィー・ドン（Lê Qúy 



























22　1レー・クィー・ドン（Lê Qúy Đôn、黎貴敦、1726 ～ 1784）『見聞小録』（社会科学出版、ハ
ノイ、1997 年、227 頁）。レー・クィー・ドン（Lê Qúy Đôn）はジエンハー（Diên Hà、現在
のタイビン〔Thái Bình〕省フンハー〔Hưng Hà〕郡ドックラップ〔Độc Lập〕村）郡ジエンハー









































































　　1リー・ヴァン・フック（Lý Văn Phức、李文馥、1785 ～ 1849）はヴィン・トゥアン（Vĩnh 













































































　16 世紀から 18 世紀にかけて、ベトナムと東アジア地域、その中でも特に日本と
の経済・通商関係は繁栄を極めた。首都地域が伝統的な各種手工業によって経済・
通商面で発展するのに伴って、隣接する地域では、チュ ・ーダオ（Chu Đậu）、ホップ・


































人男性と結婚した例や、リー・ティ・ヒエウ・ジエウ・クアン（Lý Thị Hiệu Diệu 
Quang）と名乗る日本の北部出身の女性が黎朝の武官と結婚し林寿候という爵位を
受けて総兵使の職をまっとうした、とファン・ダイ・ゾアン（Phan Đại Doãn）教授












































「アチ」は 2音節しかないが本当は「アツイ」と 3音節である。「デー」は 1音節
しかないが日本語では「イエ」と 2音節である。しかしながら、この書に日本語語
彙集が載っていると事実から、ベトナム兵たちが扶桑の国で暮らしに溶け込もうと


























































































































































































































2　杉本直治郎『阿部仲麻呂伝研究』（手沢補訂本、勉誠出版、2006 年、初出は 1940 年）、同『東






















































































































































































































































































































































9　宮崎市定「書禁と禁書」（宮崎著、礪波護編『東西交渉史論』中公文庫、1998 年、初出 1940 年）。
10　宮崎前掲論文。
11　森克己『日宋文化交流の諸問題』所収「日唐・日宋交通における史書の輸入」（刀江書院、
































12　信西が、平治元年（1159）11 月 15 日に描いたという「長恨歌絵」には「数家之唐書及唐暦、































































































































































































テーマの一部である。16 世紀～ 18 世紀における日本とスーダンチョンとの関係を




2　1最初の旅は 2013 年 7 月 9 日から 7月 21 日までチャン・ドック・アィン・ソン博士により主





















交と交易を認めた 9 通の手紙のコレクションである。これらの手紙は 1591 年、
1609 年、1610 年（2 通）、1611 年、1624 年（2 通）、1672（2 通）に書かれたもので
ある（写真 1）。その中で、特に注意すべきものは、『クアンフン』14 号（1591 年）






















6　1本資料は現在福岡市の博物館に保管されている。九州国立博物館により 2013 年 6 月 14 日～
2013 年 9 月 6 日にかけて開催された「The Great Story of Vietnam」展で展示された。
7　1本資料は日本の重要文化財として認められた。同じく「The Great Story of Vietnam」展で展示
された。
16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナムのダン・チョンとの関係
61




　6.　徳川幕府の官吏である近藤重藏が 1795 年～ 1797 年の間に編纂した『安南紀
略藁』の手書きの作品。『安南紀略藁』は漢文と日本語で書かれ、16 世紀～ 18 世
8　1本資料は現在博物館に保管されており、日本の重要文化財として認められている。こちらも
「The Great Story of Vietnam」展で展示された。












































































16 世紀～ 18 世紀に作られたフォクティック陶器（トゥアティエンフエ省）のうち茶
色の釉薬の陶器に属するもの（写真 10b および 10c）もある。それは、スーダンチョ
ンの陶器が 16 世紀～ 18 世紀の間に堺に輸入されたことの証拠である。
11　1彼らは自らの旅とダンチョンで体験したことを長久保赤水という人物に語った。長久保赤水
はその後、『長崎行役日記』を書いた。

















どが見つかった（写真 13a ～ 13b）。



























　長崎は 16 世紀から 18 世紀にかけて日本の最も重要な港であり、日本の海上交易







崎で発掘されたベトナム陶器のほとんどは年代が 16 世紀～ 17 世紀のもので、スー
ダンゴアイ（交趾国）陶器の碗や皿、チャンパ陶器の素焼きの瓶やジャー、ゴサイ
ン陶器の碗および茶器である茶色の釉薬の陶器と白磁などである（写真 18）。



























右：写真 18　長崎で発掘された 16 世紀～ 17 世紀頃のゴサイン陶器の碗・茶器
16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナムのダン・チョンとの関係
69
交易絵巻」である（写真 20a ～ 20d）。この絵は現在浄
妙寺に保管されており、愛知県の重要文化財に指定さ
れている。












































写真 21a–21d　朱印船交趾渡航図巻絵巻（17 世紀後半～ 18 世紀前半）
16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナムのダン・チョンとの関係
71































年～ 1751 年）がクアンアンで購入し、1728 年
に日本に持ち帰らせ、京都御所にある中御門
天皇（1701 年～ 1737 年）に「謁見」させたり、
1729 年にランス Reign 王皇（1654 年～ 1732 年）に「謁見」させた 2頭の象を描い
た絵（写真 26a–26d）。この絵は現在関西大学図書館で保管されている。
　9.　象を描画した 19 世紀の彩色画。徳川吉宗将軍がクアンアンで購入し、1728








　以上が、我々が「16 世紀～ 18 世紀における日本とベトナム中部との関係」とい



















　1.　Kyushu National Museum. The Great Story of Vietnam. Kyushu: TVQ Kyushu 
Broadcasting Co., Ltd. and The Nishi Nippon Shinbun Co., Ltd., 2013
　2.　Kikuchi Seiichi. The 17th century maritime map of Jiaozhi bound junk ships: 
Archaeological investigation in Hoi An. Paper at Conference on Nguyen Vietnam: 1558–
1885, Hong Kong Chinese University, May 10–12, 2012
　3.　ファン・ハイ・リン「徳川吉宗将軍のクアンアン象」『ダナン経済社会発展』第












































　こうしたなかで、日本の戦争目的の明確化を目指したのが、1943 年 4 月、東條
1　松岡洋右「皇国外交の指針」『週報』第 199 号（1940 年 8 月 7 日）2頁。
2　1「第七十六議会擬問擬答」（1941 年 1 月 15 日、外務省南洋局）アジア歴史資料センタ ・ーレファ
レンスコード（以下、JACARと略記）：B02031386000。
3　1「宣戦の詔書」（1941 年 12 月 8 日）外務省編『日本外交年表竝主要文書』下巻（原書房、1966











































23 巻第 3号（1976 年 10 月）、赤木完爾「仏印武力処理をめぐる外交と軍事――﹁自存自衛﹂



























　1941 年 12 月、日本と仏印は、仏印共同防衛のための軍事協定を結んだが、占領
を行わず治安も担当しなかった仏印の日本軍は大きな兵力を必要としなかった。
1942 年 12 月、サイゴンに印度支那駐屯軍司令部が設置されたとき、仏印に駐在す





































仏印の動揺である。1942 年 11 月連合軍は北アフリカへの上陸に成功し、翌 1943
年 6 月フランスの植民地アルジェリアは、枢軸側に抵抗するドゴール派のコント





















13　在独国大島大使より谷外務大臣宛電報（1月 16 日）同上、612 文書。
14　『シッタン・明号作戦』578 ～ 581 頁。　
15　波多野『太平洋戦争とアジア外交』227 頁。












































17　『シッタン・明号作戦』582 ～ 583 頁。
18　1「情勢ノ変化ニ対応スル対仏措置ニ関スル件」（1944 年 9 月 14 日、最高戦争指導会議諒解）『外
交文書』659 文書。
19　『シッタン・明号作戦』584 ～ 585 頁。







































21　『シッタン・明号作戦』567 ～ 568 頁。　
22　同上、593 ～ 595 頁。白石・古田「太平洋戦争期の日本の対インドシナ政策」20 頁。
23　1重光外務大臣より在ソ連邦佐藤大使宛電報（1944 年 12 月 12 日）『外交文書』660 文書、在
ソ連邦佐藤大使より重光外務大臣宛電報（12 月 21 日）同上、661 文書。
24　1「仏領印度支那処理要綱案」在サイゴン塚本事務所長より重光大東亜大臣宛電文（1945 年 1


















































28　1軍事史学会編『大本営陸軍部戦争指導班　機密戦争日誌』下巻（原書房、1999 年）2月 1 日
の条。
29　在仏印松本大使より重光大東亜大臣宛電報（2月 15 日）『外交文書』679 文書。
30　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 19 日）同上、684 文書。
31　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 24 日）同上、692 文書。








































33　「印度支那政務処理要領」（最高戦争指導会議報告、2月 26 日）、同上、695 文書。
34　重光大東亜大臣より在仏印松本大使宛電報（2月 26 日）同上、696 文書。
35　「仏印処理ニ伴フ声明ニ関スル件」（最高戦争指導会議報告、3月 1日）同上、704 文書。


















































42 ～ 45 頁。
41　『外交文書』679 文書（注 29 と同じ）。























































































































4　福澤諭吉『学問のすゝめ』（『福澤諭吉著作集』第 3巻）慶應義塾大学出版会、2002 年、80 頁。
5　『学問のすゝめ』、26 頁。誤記は引用者が改めた。
6　1「文明開化」は『福翁自伝』に 5回も使われた。富田正文校注『福翁自伝』（慶應義塾大学出
















































































































































































































































































































































































































































































































世紀）から、ディン－ティエンレー王朝（10 世紀）、リー王朝（1010 ～ 1225 年）、ト


























ら 19 世紀までのベトナム陶器以外では、7 世紀から 19 世紀までの中国陶器、9 世




































のあるものだと考えられていた。タンロン城遺跡では 135 の標本と 245 の断片が見
つかっている。これらの鉢のレイアウトと表現スタイルは非常に多様で、主に以下
のような三つのタイプに分けられる。












































































































































































































































































































を輸入しなければならなかった。しかし、1592 ～ 1598 年の間に当時の日本の支配


































には、ディンバンキーが 1582 年に生まれ、1647 年 10 月 13 日に 66 歳で死亡した










年 7 月に Grol 船（オランダ）が台湾からダンゴアイに 85 の未完成の高級な陶器の
見本を運んだという。続いて 1644 年と 1645 年、1647 年に台湾からダンゴアイに
陶器商品を輸送する船があった。そのうち、1647 年 11 月に同地に到着したヴィッ





















に次の四つの段階に分けられた。それは、① 1630 ～ 1650 年、② 1650 ～ 1655 年、



















































　特に VOC 記録には、17 世紀に日常生活で使用された一般的な陶器のほかに、タ
ンロン王宮では茶の湯や茶会で多くの陶器が使われたことが記されている。これは
非常に興味深い情報である。ファム・ディン・ホー（1768 ～ 1839 年）は「ブ ・ーチュ
ン・ツイ・ブット」に次のように書いている。














































タン・テー・ビ『17 世紀、18 世紀と 19 世紀初頭におけるベトナムの外国貿易』履歴
出版社、ハノイ、1961 年
Volker T. Porcelain and the Dutch East India Company. Leiden: E. J. Brill, 1971
Toguri Museum of Art. Japanese Ceramics in the Toguri Collection. Ryohuso-Sha, 1988
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Châu）を中心とした東遊運動（1905 ～ 1909 年）であった。東遊運動は、ベトナム版
「日本に学べ」運動であるが、フランス植民地からの民族独立運動と結びついてい
たのである。だがべトナムの近代化という見地からすると、むしろファン・チュウ・
















　1925 年、14 年ぶりにフランスから帰国したファン・チュウ・チン（Phan Châu 
Trinh,1潘周楨 ,11872–1926）は、結核を悪化させ、1926 年 5 月 24 日夕方、56 歳で息
1　1「中学猛軻西学廬致向而表」とは、中国の孟子や西洋のルソーまで貴君の中に体現されている





ンでの葬儀には 1万 6000 人の民衆が参加した。葬儀は、憲政党の創設者、ブイ・
クアン・チュウ（Bùi Quang Chiêu）や著名な弁護士、ファン・バン・チュオン（Phan 
Văn Trường）、『東法時報』（Ðông Pháp Thời Báo）の主筆、チャン・フイ・リュウ（Trần 
Huy Liệu）が取り仕切った。葬儀にはベトナム人のみならず、多くの中国人、フラ
ンス人、カンボジア人やチャム族が参加した。フエの葬儀は、ファン・ボイ・チャ




　チンの死はその後 2 年間、国中にストの波を喚起した（Vinh Sinh,12009:137–38;1
Hue-Tam Ho Tai,11992:1157;1Trần Văn Giàu,12013:175）。
　本稿は、ファン・チュウ・チンを中心とする東京義塾の形成とそこで使用された
教科書の一つ『文明新学策』（Văn minh tân học sách）を取り上げ、フランス植民地下

























































　1907 年 3 月、彼を中心に友人たちと東京義塾（Đông Kinh Nghĩa Thục）を開学した。
絹織物商で中国学者のルオン・ヴァン・カン（粱公玕 , Lương Văn Can,11854–1927）を
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治学者の Gerald L. Curtis はアメリカにおける日本政治学研究を五つの世代に分類している
（ジェラルド・カーティス『政治と秋刀魚――日本と暮らして四五年』日経 BP社、2008 年、
51 ～ 58 頁）。また国際交流基金の調査によると、アメリカの博士候補者で Asian-E. Asian 
Studies をディシプリンとする者の割合は、1989 年の 1.3％から 1995 年には 12.9％、2005 年に
は 13.1％と顕著に増えている（The Japan Foundation. Japanese Studies in the United States and 










































































































































































































































































































5　1ベトナムは 17 世紀から 18 世紀末まで、中部のクァンビン（広平）省のザイン河を境線に、
ダンゴアイ（クァンビン省以北、トンキンとも呼ばれる）と、ダンチォン（クァンビン〔広平〕
省からフエン〔富安〕省までの地域、ナムハー〔南河〕とも呼ばれる）に分裂していた。
6　1Jean-Baptiste Tavernier. Relation nouvelle et singulière du Royaume de Tunquin. Paris, 1681.1［ジャン・
バティスト・タヴェルニエ『トンキン王国への新しくて面白い旅行』パリ、1681 年、世界出
版社のベトナム語翻訳、2007 年、42 頁］。　
7　1Docteur Albert Sallet. Les Laquages des dents et les teintures dentares chez les Annamites, Bulletin des 
Amis du Vieux Hue. 4, 1928.10–12, p. 235.［アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」









　筆者は 1996 年 8 月にベトナム北部のナムディン省タインロイ郡バックコック村
でお歯黒をしている 5人の農民にインタビューした。その後、2005 年から 2008 年
までハノイ市ドゥオンラム村で20人、2011年 8月に中部のトアティエンフエ省フォ
クティク村で 2人、2011 年 8 月に南部のドンナイ省フホイ村で 3人と、それぞれ
お歯黒についてインタビューを行った。インタビューに答えた 30 人はいずれも 70
歳以上の年配者である。そのうちで、男性は 4人、女性は 26 人である。


























12　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、238 ～ 239 頁。







































14　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、244 頁、246 ～ 247 頁。








































17　同上、58 ～ 70 頁。













































西は中国南部とインド南部である。インドシナではこの習慣は北緯 25 度 35 分を超
えない1
22
」と記した。現在ベトナムの北端は北緯 23 度 23 分に位置するハザン省ドン
































21　原三正『お歯黒の研究』前掲書、12 ～ 13 頁。
22　ピエール・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』前掲書、170 頁。
23　アルバート・サリット「安南人のお歯黒技術とその薬」前掲書、226 頁。
24　原三正『お歯黒の研究』前掲書、94 ～ 97 頁。















































29　1William Dampier. Voyages and Discoveries. The Argonaut Press, 1931.［ウィリアム・ダンピア著『航
海と発見』アルゴノートプレス、1931 年、世界出版のベトナム語翻訳、2007 年、42 頁］。













































33　香登お歯黒研究会編『香登お歯黒』前掲書、147 ～ 153 頁。







































































37　 John Barrow. A voyage to Cochinchina in the years 1792–1793. London, 1806, p. 81.1［ジョン・バロー










Docteur Albert Sallet. Les Laquages des dents et les teintures dentares chez les Annamites, 
Bulletin des Amis du Vieux Hue 4, 1928.10–12［アルバート・サリット「安南人のお歯
黒技術とその薬」『フエの友人』第 4号、1928 年 10 月～ 12 月］
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Pierre Huard et Maurice Durand. Connnaissance du Vietnam. EFEO, Hanoi-Paris，1954［ピエー
ル・ユアール／モーリス・デュラン『ベトナムに関する知識』極東学院、ハノイ・
パリ、1954 年］








































































2　1観客動員数ならびに映画館数が、1950 年代に増加していった結果、観客数は 58 年に 11 億人、
劇場数は 60 年に 7457 館とそれぞれ過去最高を記録する。詳しくは「日本映画産業統計」（一



























































































































































































































































































































































































































































1.　Introduction to Japan. Sanseidō, 1989［木村尚三郎監修『日本のすべて』三省堂、
1989 年］
2.　『大誠鈴木大拙貞太郎』ホーチミン市出版社、1992 年
3.　Noritake Tsuda. Handbook of Japanese Art. ハノイ出版社、1990
4.　レ・オ・ヤング『日本人とミニチュア志向』国立政治出版社、1998 年
5.　Masao Hayakawa. The garden art of Japan. Heibonsha, 1985























































































































































































































































































































る『通過儀礼（initiation, rite of passage）』とは、1908 年にフランスの民俗学者アルノ









クイ・ドンによる Van dai loai ngu（芸臺類語、1773 年）、トアン・アインによる




る Phongtuclangxom Viet Nam（ベトナム村落風俗、2005 年）やキ・アイン、ホン・カ































れて 3 日目（ngay day cu）、1 カ月（満 1 カ月 ngay day thang）の時、100 日目（ngay 









目（day tuoitoi）の儀式は最も盛大である 2」。ファン ･ケ ･ビン（Phan Ke Binh）は、




り 12 人の女神（12 人の産神）から形や肉体が与えられる。よって、その子が生後 3




　12 人の産神の物語は、グエン・ドン・チ（Nguyen Dong Chi）の「ベトナム神話略









では、12 人の産神は 12 年間（干支の数）の出産をそれぞれ順番に担当するといわ




































注生婆姐陈四娘 Chúsinhbàmụ Trần Tứ Nương Tran Tu Nuong 産神は出産をみる
注胎婆姐葛四娘 Chúthaibàmụ Cát Tứ Nương Van Tu Nuong 産神は妊娠を担当する
监生婆姐阮三娘 Giámsinhbàmụ Nguyễn Tam Nương Nguyen Tam Nuong 産神は出産を観察する
抱送婆姐曾生娘 Bãotốngbàmụ Tằng Sinh Nương Tang Ngu Nuong 産神は新生児を世話することをみる
守胎婆姐林九娘 Thủthaibàmụ Lâm Cửu Nương Lam Cuu Nuong 産神は受胎を担当する
转生婆姐李大娘 Chuyểnsinhbàmụ Lý Đại Nương Ly Dai Nuong 産神は分娩の時をみる
护产婆姐许大娘 Hộsảnbàmụ Hứa Đại Nương Hua Dai Nuong 産神は分娩を補助する　
注男女婆姐刘七娘 Chúnamnữbàmụ Lưu Thất Nương Luu That Nuong 産神は胎児の性別を決める
送子婆姐马五娘 Tốngtửbàmụ Mã Ngũ Nương Ma Ngu Nuong 産神は新生児を抱擁することをみる
安胎婆姐林一娘 Anthaibàmụ Lâm Nhất Nương Lam Nhat Nuong 産神は胎児の面倒を見る
养生婆姐高四娘 Dưỡngsinhbàmụ Cao Tứ Nương Cao Tu Nuong 産神は産後の面倒をみる







































合は生後 31 日目に、そして女の子の場合は生後 32 日目にお宮参りの儀式がある。
この時、子どもは色とりどりの着物に身を包み、家族のお宮に連れていかれる。一









































































































































マイルストーンになった。1973 ～ 1978 年にかけては、それぞれの国で大使館が設
立され、日本からベトナムへの借款と返済不要の援助（政府開発援助の一部）など、
様々な好ましい事業が進められた。しかし、両国の親密な関係はわずか 5年間だけ













・2004 年 7 月、双方が「持続可能なパートナーシップが新たな高みに到達」す
るのを目指して、共同声明が発表された。
・2006 年 10 月、双方が「アジアの平和と繁栄のための戦略的パートナーシッ
プに向けて」のモットーに両国関係を構築することに合意した。
・2007 年 11 月、双方が「日越関係をより深める」ことと「戦略的パートナーシッ
プに向けた協力プログラム」について共同声明を発表した。





ベル（2004 年 7 月以降）、外務次官レベル（1993 年以降）の定期的な政治的対話によ
り、毎年定期的に、経済や安全保障・国防に関する対話の仕組みが構築された。例
えば、省レベルでの外交・国防に関する意見交換（2001 年 1 月以降）、ベトナム軍
と自衛官の交流、ホーチミン市と大阪における総領事館の設立（1997 年 3 月）、な

























日本がベトナムへの供与を再開した日から 20 年間の日本の ODA総累計は 1 兆








ベトナムへのODAはそのまま変わらず、さらに増加した。2011 年 3 月 11 日の大
地震・津波と原子力事故により深刻な被害を受け、復興のためにODA予算を削減
することになったが、日本からベトナムへのODAは急増して、過去に例のない額








2　『北東アジア研究雑誌』第 3号（145）2013 年 3 月、9頁。
年度 ODA貸出金 返金不可援助 合計
2008 年 83.2 1.4 84.6
2009 年 145.6 3.5 149.1
2010 年 86.6 3.5 90.1
2011 年 270 5.4 275.4
1992 年～ 2012 年の総累計 1,836 83.4 1,919.4



















始めたが、1989 年に日本の FDI がベトナムに登場した。日本は他の国の先駆的企
業より約 2年遅れたが、短い期間でベトナムへの FDI 額を主導する国のトップ 5
の一つとなった。それ以来、毎年増え続けたが、特に近年では日本からベトナムへ
のFDI が急速に増加し（2000 年 3900 万ドル、2005 年 1.53 億ドル、2010 年 7.5 億ド
ル、2011 年 18.6 億ドル、2012 年 51.3 億ドル）、2012 年にはベトナムで登録された
外国直接総投資の 39.5％を占め、ベトナムに投資した国と地域の中で主導的存在と















3　『北東アジア研究雑誌』第 3号（145）2013 年 3 月、8頁。
4　2013 年の第 1 四半期の外国直接投資の状況、外国投資庁 - 計画投資省 http://fia.mpi.gov.vn/







易総取引高の 10 ～ 15％を占め、毎年、平均成長率約 20％で、上昇傾向にあり、世
界金融危機にあった 2009 年を除いて、下がったことがないようだ。2011 年に両国
間の総貿易高は 210 億ドル以上に達し、予測を上回った（表 2）。現在、両国は、

















2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011
ベトナムから日本への
輸出
2509.8 2437.0 2908.6 3542.1 4340.3 5240.1 6090.0 8467.8 6335.6 7727.7 10781.1
日本からベトナムへの
輸入
2183.1 2504.7 2982.1 3552.6 4074.1 4702.1 6188.9 8240.3 6836.4 9016.1 10400.3
総輸出入取引高 4692.9 4941,7 5890.7 7094.7 8414.4 9942.2 12278.9 16708.1 13172.0 16743.8 21181.4
年間成長率（%） 5.30 19.20 20.43 18.60 18.15 23.50 36.07 －21.16 27.11 26.50
ベトナムの総輸出入取
引高での比重（%）
15.01 13.55 12.97 12.13 12.15 11.73 11.02 11.65 10.36 10.65 10.40
出典：ベトナム統計局（http://www.gso.gov.vn）のデータから算出した（2013 年 10 月）。














































させる」『ビジネスジャーナル』第 15 ／ 2003 号、2003 年
「日越の貿易協力が新たな高みに到達」http://vietnamnet.vn/vn/quoc-te/49126/hop-tac-
thuong-mai-viet-nhat-len-tam-cao-moi.html（2011 年 11 月 19 日最終アクセス）
「日本がベトナムへの ODAを増加する」http://baodientu.chinhphu.vn/Home/Nhat-Ban-
tang-tai-tro-ODA-cho-Viet-Nam/201212/156440.vgp（2012年 12月 10日最終アクセス）
フン・ヴァン「企業の競争力を高める」2011 年 3 月 26 日付『ベトナム経済新聞』
「日越の共同イニシアティブ」http://vietbao.vn/Van-hoa/Sang-kien-chung-Nhat-Ban-Viet-
Nam/10892643/181/（2004 年 12 月 24 日最終アクセス）
元紀津野「ベトナムは日本の最も重要なODAパートナーである」http://vnexpress.net/
gl/kinh-doanh/vi-mo/2013/01/viet-nam-la-doi-tac-oda-quan-trong-nhat-cua-nhat（2013 年




































































































































ことである。もちろん和英辞典を見れば、「縁」に当たる英語として “chance” “tie” 



























































































































































































































































イ出版社、1995 年、121 ～ 122 頁。

































5　1同上、139 ～ 143 頁。
6　1グエン・ヴァン・フェン『グエン・ロ・チャックと遺稿』ハノイ社会科学出版社、1995 年、




　ファン・ボイ・チャウ（1867 ～ 1940 年。以下、「チャウ」）はベトナムの 19 世紀
初頭の民族運動を主導した代表的な人物である。1905 年初頭に、日本に行き、有





























7　チュオン・トー編『ファン・ボイ・チャウ全集』第 3巻、トゥアンホア出版社、1990 年、184 頁。






















































































































































































































































紀の 50 年代から 90 年代までうなぎのぼりに増え続けた。1995 年のオウム真理教
1　1Noriyoshi Tamaru and David Reid. Religion in Japanese Culture: Where Living Traditions Meet a 











































2　『宗教年鑑』平成 23 年版、文化庁編、13 頁。
3　1Đỗ Quang Hưng. Hiện tượng tôn giáo mới – mấy vấn đề lí luận và thực tiễn, Tạp chí Nghiên cứu Tôn 
giáo số5-2011, tr.11.
4　1http://www.thanhnien.com.vn/chinh-tri-xa-hoi/viet-nam-dang-hien-dien-khoang-70-80-hien-tuong-ton-

















基盤を作るため、2004 年 6 月に宗教・信仰令を公布した。実は、ある研究によると、
ベトナムの新宗教は 1990 年前後から見られた、ということである。ただし、これ













り遅れ、前世紀の 90 年代から始まり、この 20 年間で急速に進んでいる。1990 年


































如苑の正式な信者数について見てみると、1965 年は約 12 万 5000 人であったが、
1975 年には 30 万人、1985 年には 259 万 6000 人に増加している（2004 年には信者
数が 80 万 6753 人に減少した）。
　ベトナムの新興宗教団体はより小規模であり、信者数はおおよそ数百人で、数千
人規模になった教団は少ない。例えば、ゴク・ファット・ホーチミン教団には某信
5　1Quang Mịch. Đăng ký và công nhận tổ chức tôn giáo, Sở Nội vụ Thành phố Đà Nẵng.1カウンミツ、
宗教についての登録と確認、Danang1City の内務所（http://www.noivu.danang.gov.vn/noivu/
index.php/vi/ton-giao/ton-giao/1946-dang-ky-hoat-dong-va-cong-nhan-to-chuc-ton-giao-. Truy cập 









































































Inoue Nobutaka （General Editor）. Contemporary Paper on Jpanese Religion, Institute for 
Japanese Culture and Classics. Kokugakuin University. http://www2.kokugakuin.ac.jp/ijcc/
wp/cpjr/newreligions/index.html（2014 年 12 月 24 日アクセス）
Noriyoshi Tamaru and David Reid. Religion in Japanese Culture: Where Living Traditions Meet 
















いる。「断り」の発話行為は、Brown & Levinson のポライトネス理論によると、
相手の要求や希望などとは対応しない発話行為であるため、相手の「フェイス」を






























する「断り」の発話行為の調査を行った。調査対象者は大学 2 年生から 4 年生で、
九つのクラスからランダムに選ばれた、計 84 名（男性：29 名、女性：55 名、年齢：
19 歳～ 22 歳）である。
　ベトナムでは、国民経済大学およびハノイオープン大学の二つの大学で調査を
行った。調査対象者は大学 2 年生から 4 年生までの六つのクラスからランダムに選
び、年齢は 19 歳～ 22 歳で、計 30 名である。そのうち、男性は 5 名、女性は 25 名
である。

































2.　 もし A さんが普段、挨拶ぐらいを交わす普通の知り合いなら、あなたはど
う断りますか。
あなた : ............................................................................................................................................................













































































































































































































TH R S T U V X Y
JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV
1
T 26 23 0 6.6 0 6.6 0 0 0 16.6 0 6.6 0 0
S 35 26 0 3.3 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0
2
T 26 10 0 0 0 16.6 0 0 0 10 0 0 0 3.3
S 35 30 0 3.3 0 6.6 0 0 0 3.3 0 0 0 0
3
T 29 16.6 0 0 0 20 0 0 0 3.3 0 20 0 3.3
S 35 20 0 3.3 0 20 0 0 0 0 0 3.3 0 3.3
4
T 28.8 16.6 0 10 0 10 0 3.3 0 0 0 30 0 0
S 32 13.3 0 6.6 0 20 0 3.3 0 0 0 6.6 0 3.3
TH J K L M N O P Q
JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV
1
T 0 3.3 0 0 2.8 16.6 0.9 0 0 6.6 0 0 0 0 0 3.3
S 0 0 0 0 4.2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0
2
T 0 3.3 2.6 0 1.3 13.3 0 0 2.6 3.3 1.3 10 3.9 3.3 0 6.6
S 0 3.3 0 0 2.8 13.3 0 0 1.4 0 2.8 6.6 0 3.3 0 0
3
T 1.1 3.3 1.1 0 9 30 3.4 0 4.5 0 0 0 0 6.6 1.1 0
S 0 0 0 11 26.6 1.2 0 0 0 1.2 3.3 0 0 1.2 0
4
T 0 3.3 0 0 2.7 6.6 0.9 0 2.7 0 0 3.3 0 3.3 0.9 0
S 0 3.3 0 0 0.9 6.6 0 0 0.9 0 0 0 0 6.6 0.9 0
 TH A B C D E G H I
JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV JJ VV
1
T 11 16.6 9 10 0.9 0 27 90 11 10 4.6 33 0.9 0 6.4 0
S 12 3.3 5 6.6 1 3.3 32 100 3.2 10 1 23 1 0 3.2 0
2
T 7.9 6.6 9.2 36 5 3.3 25 66 1.3 13 0 0 5 0 7.9 3.3
S 12 3.3 20 23 0 0 24 66 0 0 0 0 1.4 0 0 0
3
T 1.1 6.6 7 13.3 1.1 3.3 32 100 0 10 4.5 10 0 0 4.5 3.3
S 4.9 0 13.4 15 0 0 32 76 0 3.3 0 0 0 0 0 0
4
T 10.8 0 10.8 15 1.8 0 33.3 100 0 3.3 0 3.3 5.4 16.6 1.8 0
S 12.5 0 17.8 6.6 0 0 33.9 100 0 3.3 0 0 0.9 6.6 0 0
表 1　 日本の大学生とベトナムの大学生の「依頼」に対する「断り」のストラテジーの使
用頻度比較（単位：％）
注：A ～ S は断り「意味公式」（断りのストラテジー）





　Brown & Levinson のポライトネス理論（1987）によると、各言語行為は「フェ
イスを脅かす（Face Threatening: Ft）」可能性がある。そして、Brown & Levinson
は下記のように「相手のフェイスを脅かす（Ft）度合い」、すなわち「フェイス侵
害度（Ft 度）」を見積もる「フェイス侵害度見積もりの公式」を出した。





（Absolute ranking of imposition）RX という三つの要因によって総合的に規定され








れぞれ書くように要求された。第 1 と第 2 の場面は親しい友人と普通の友人の依頼
















　第 3 場面は「上司の﹁資料送付﹂という依頼を断る」場面である。第 4 場面は
「﹁休日学校に行って、会場の飾りつけを手伝ってもらう﹂という先生の依頼を断









係で 6.6％である。第 2 場面も、直接的断りの「否定的言葉」は親しい関係で 6.6％、
親しくない関係で 3.3％である。そして、「否定形の動詞」も「親」の関係で 36％、「疎」
の関係では 23％に下がった。



























断り方に大きな影響を与えている。具体的に、第 3 と第 4 の場面では、直接的断り










対しては 16.6％、親しくない先生に対しては 13.3％である（第 4 場面）。ベトナム人
では、「理解していただく」という思いやりの表現の使用頻度も高く、各場面いず
れにおいても 20％である。「呼称」の使用頻度は 3.3％から 20％で、親しい関係の
人に対してしか用いられない。また、「呼称」は目上の人によく使われ、「断り」の
負担度を軽減する断りの一つの方略でもある。最後に「言い訳・理由弁明」の断り


















































































































1.　Austin, J. L. (1962) How to do things with words. Oxford: Clarendon Press［Bản dịch tiếng 
Nhật ／坂本百大訳『言語と行為』大修館書店、1978 年］
2.　Brown, P. and Levinson, S. C. (1987) Politenness: Some universals in language usage. 
Cambridge: Cambridge University Press
3.　Nguyễn Thị Vũ Loan (2008) Khảo sát phương thức ngôn ngữ biểu hiện hành vi từ chối lời 
cầu khiến trong tiếng Hán hiện đại (liên hệ với tiếng Việt) - luận văn thạc sĩ, ĐH KHXH & 
NV, Hà Nội［グェン・ティー・ブー・ロァン（2008）『現代の漢語における依頼に
対する断り発話行為の表現を考察』修士論文、ハノイ国家大学人文社会科学大学］
4.　Trần Chi Mai (2005) Phương thức biểu hiện hành vi từ chối lời cầu khiến trong tiếng Anh 
(Liên hệ với tiếng Việt). Luận án tiến sĩ, ĐH KHXH & NV.［チャン・チ・マイ（2005）『英
語における依頼に対する断りの表現（ベトナム語と比較）』博士論文、ハノイ国家
大学人文社会科学大学］
5.　Nguyễn Phương Chi (2004) Một số đặc điểm ngôn ngữ - văn hóa ứng xử của hành vi từ 
ゴ・フォン・ラン
238
chối trong tiếng Việt (có sự đối chiếu với tiếng Anh). Luận án tiến sĩ, Viện Ngôn ngữ học
［グェン・フォン・チー（2004）『ベトナム語における断り発話行為の言語的・文
化的特徴（英語との比較）』博士論文、言語学院］
6.　Ngô Hương Lan (2012) “Lịch sử nghiên cứu hành vi ngôn ngữ từ chối trong tiếng Nhật.” 
Tạp chí Nghiên cứu Đông Bắc Á (9), tr. 52-64［ゴ・フォン・ラン（2012）「日本語の
断り言語行為の研究歴史の概観」『東北アジア研究雑誌』2012 年 9 号、 52 ～ 64 頁］
7.　Nguyễn Thị Hải Yến (2010) “Hành vi từ chối lời mời của người Việt Nam và người Nhật 
Bản.” Hội thảo tiếng Nhật, ĐHNN, ĐH QGHN［グェン・ティ ・ーハイ・イェン（2010）
「ベトナム人と日本人の勧誘に対する断り行為」『日本語シンポジウム』ベトナム
国家大学］
8.　Ngô Hương Lan (2013) “Cách sử dụng lời từ chối trong tiếng Nhật của sinh viên Nhật Bản.” 
Tạp chí Ngôn ngữ và đời sống (số 10-2013 [216]), Hội Ngôn ngữ học Việt Nam, tr. 37-44 
［ゴ・フォン・ラン（2013）「日本人学生の断り発話行為の考察」『言語と生活』
雑誌 2013 年 10 号（216）、37 ～ 44 頁］
9.　馬場俊臣（Baba Toshiomi）（1994）「日中両語の断り表現をめぐって」『北海道教育
大学紀要』（第 1 部 A) 第 45 巻第 1 号、43 ～ 54 頁
10.　藤原智恵美（Fujiwara Chiemi）（2003）「日本語母語話者とインドネシア語話者の「断
り」に関する研究」大阪大学大学院言語文化研究科博士学位論文
11.　 金潤淑（Kim Yun Shuk）（2005）「﹁依頼﹂に対する﹁断り﹂の理由の述べ方――
日本語母語話者と韓国人日本語学習者の場合」『国際教育評論』東京学芸大学国際
教育センター編、37 ～ 48 頁
12.　Yim Hyun Soo（2004）「日韓断り談話に見られる理由表現マーカ――ウチ・ソト・











































できる前に公認された仏教宗派は 13 宗 56 派であった。それほどまでに日本に仏教
が広く浸透しているということである。平成 21 年の文部科学省の文化庁の調査結
果によると、日本では約 9600 万人が仏教徒である。全世界の仏教徒が 3億数千万
人程度とされていることを考慮すると、やはり一大仏教国であるといえる。寺院は
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　現在のベトナム中部には、192 年から 1697 年までの 1500 年にわたるチャム族に
よるチャンパ王国があった。チャンパはヒンドゥー文化を受容したが、かなり早い
時期から海上交易を通じてイスラムにも接する機会があった（チャンパの衰亡期に
あたる 15 ～ 17 世紀には、チャム族の中にかなりのイスラム信者がいたとされる。現在
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2000 年以上の歴史を持つ中国語教育や 100 年以上の歴史を持つフランス語教育と
比較すると、最近のことである。ただし、60 年代以降に導入されたロシア語など
のヨーロッパ系語学の教育と比較すれば、日本語教育の方が早かった。ちなみに、




























　70 年代後半から 80 年代後半、90 年代前半にかけて、ホーチミン市で民間の日本
語学校が次々に誕生した。その中には、今日誰でも知っている非常に有名な




あった Nguyen Minh Hien も日本を訪ねたが、会談中、ベトナム理工系学生にも日



















1 中国 827,171 1,046,490 26.5
2 インドネシア 716,353 872,406 21.8
3 韓国 964,014 840,187 ―12.8
4 オーストラリア 275,710 296,672 7.6
5 台湾 247,641 232,967 ―5.9
6 米国 141,244 155,939 10.4
7 タイ 78,802 129,616 64.5
8 ベトナム 44,272 46,762 5.6
9 マレーシア 22,856 33,077 44.7
10 フィリピン 22,362 32,418 45



















　中部でも、2003 年に Danang 大学外国語大学、2006 年に Hue 大学外国大学で日












　2010 年現在、全国の 12 の中学校と 10 の高校で本格的な日本語教育が実施され
ている。


















　実際に、周知のように、両国の外交関係樹立を背景に生じた、第 1 回（70 年代）
日本語ブーム、そして両国の経済・文化交流の拡大を裏付ける日本企業の「第 1 回
投資ブーム」に伴う第 2 回（1990 年代）日本語ブームと、2 回ブームが起きた。








































　200 の国・地域を対象にした 2012 年度（3年ごとに 1回）国際交流基金「海外日
本語教育機関調査」の結果によると、日本語学習者数は、中国で約 104 万人（第 1位）
インドネシアで 87 万人（第 2位）、韓国で 84 万人（第 3位）であった。ベトナムは
4万 4272 人（第 8位）だったが、非漢字圏としては第 1位にランクインしている。
　統計を見ると、全ベトナムの日本語教育機関総数は 182 校、教師の数は 1498 人、
















　日本語の教科書・テキストについて述べると、当初 60 年代～ 90 年代までは、そ
れぞれ自ら編集・自作した教科書が多かった。ところが、90 年代後半からは、そ
機関数 教師数 学習者数
初等教育 20 74 3238
中等教育 35 354 13637
高等教育 117 1070 25510
複数段階 4 67 1887











































































　初期（70 年代～ 90 年代前半）、漢字・音声・文法・作文などの教授法に関して教
育現場で直面した課題が主要テーマとして取り上げられた。
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